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この時間で伝えたいこと



１ 鹿児島県，熊毛圏域の

地域移行・地域定着の現状



鹿児島県の現状

• 精神科病床数 9302床
人口10万あたり600.5床 全国平均256.5床の約2.3倍

• 病床利用率 84.6％
• 平均在院日数 351日
• 入院患者の６割以上は，１年以上の長期入院者

• ピアサポーターの養成はしているが，雇用されているのは少数

参考：令和５(2023)年医療施設（静態・動態）調査・病院報告の概況
令和６年度630調査 等



鹿児島県医療福祉計画（R6.3）より抜粋

鹿児島県
精神科病院数，病床数，在院患者数，在院日数等の推移



２ 精神障害者にも対応した

地域包括ケアシステムの構築について



地域移行・地域定着支援とは・・・？

• 地域移行支援 ：

障害者支援施設や病院等に入所又は入院している障害者を対
象に、住居の確保その他の地域生活へ移行するための支援を行
うこと。【支給決定期間：６ヶ月間】

• 地域定着支援 ：

居宅において単身で生活している障害者等を対象に、常時の連
絡体制を確保し、緊急時には必要な支援を行うこと。

参考： 自立生活援助、地域移行支援、地域定着支援、地域生活支援拠点
等に係る報酬・基準について≪論点等≫，厚生労働省



精神障害者が住み慣れた地域を拠点とし，本人の意向に
即して，本人が充実した生活を送ることができるよう，関係機
関の連携の下で，医療，福祉等の支援を行うという観点から，
統合失調症を始めとする入院患者の減少及び地域生活への
移行に向けた支援並びに地域生活を継続するための支援を
推進する。

地域移行・地域定着支援の目的

参考： 精神障害者地域移行・地域定着支援事業実施要綱



「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ム」とは

• 精神障害者が、地域の一員として、安心して自分らしい暮らしをする
ことができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加、地域の
助け合い，普及啓発（教育）が包括的に確保されたシステム

• 「入院医療中心から地域生活中心へ」の理念を支える

• 多様な精神疾患等に対応するための基盤整備

• 住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創る「地域共生社
会」の実現にも寄与



参考：「精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る検討会」資料 令和３年３月18日



「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築のために，
地域移行・地域定着支援を実施する必要がある。

重要視されていることは

地域生活中心のくらし

病院から退院して，地域で生活を送るためには，地域に帰るための
基盤を整えなければいけない。

地域課題の解決が必要

つまり・・・



３ 熊毛圏域の課題





本日の内容
地域で生活するためには，
家族，地域の人々の理解が不可欠

特に家族は本人との距離が近く重要

しかし・・・

精神疾患は以前まではあまり知られて
いなかった。

病気のことについて理解が十分でない
家族もいらっしゃる。

どのように病気を理解してもらえば良い
だろうか？


